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第 3 章 ロ準耐火建築物 1 号の耐火構造外壁に取り付く部材の燃焼が外壁に与える影響の

検証 

 

3.1 1 時間耐火構造外壁と床・はりの取合部の検証実験 

3.1.1 検証目的 

本実験では、外壁と梁・床の取合部において、室内の耐火被覆されない床やはりの燃焼

が、耐火構造外壁の内部の荷重支持部材（はり・柱）に与える影響を検証する（図 3.1.1-

1）。昨年度までの実験では表 3.3.1-1 のような実験を実施して、表 3.3.1.-2 のような実設

計で使用できる仕様を明確にした。今年度は主に 105mm×210mm 以上のサイズのスギ

（製材、集成材）部材を積極的に活用できる仕様を明確にすることを目標とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.1-1 実験検証部位 
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表 3.1.1-1 既往の実験結果一覧（2021～2023 年度） 
単位：mm

耐火構造壁内梁 露出梁
床 受け材 ドリフトピン

金物周囲
埋木

金物下端
〜はり下端

の距離

露出梁の金物周辺の
部分的な被覆

耐火構造壁内梁
の炭化

1−1
φ12×102

φ12×90
4 なし あり

1−2
φ12×102

φ12×90
3 なし あり

2−1
φ12×102
φ12×90

138 なし あり

2−2
φ12×102

φ12×90
138 なし あり

3−1
①φ12×73

②φ12×90
34 なし

①なし

②あり

3−2
①φ12×73

②φ12×90
34 なし あり

4−1 34
①GB-F(V)
厚21+21 幅90
②スギ36厚 幅90

①なし
②なし

4−2 34

①GB-F(V)
厚21+21 幅90
②GB-F(V)

厚21+21 幅300

①なし
②なし

48
あり

（自消）

41.5 なし

34 なし

34 なし

34 なし

34 なし

34 なし

34 なし

48
あり

（自消）

41.5
あり

（自消）

48
あり

（自消）

41.5
あり

（自消）

1 41.5
断熱材［注1］＋

GB-R12.5

あり

（自消）

2 41.5
断熱材［注1］＋

GB-R12.5

あり

（自消）

※GB-F(V)：強化せっこうボード（ひる石入り）、GB-R：普通せっこうボードを示す
※耐火構造外壁の屋内側耐火被覆は強化せっこうボード（GB-F(V)ひる石入り）厚さ21mm×2枚張りとする

2

0

2
3

注1：断熱材なし、グラスウール断熱材、フォノールフォーム断熱材、押出法ポリスチレンフォーム断熱材の4仕様について実験

φ12×73

スギ集成材105×360

スギ集成材105×210

ベイマツ製材105×210

2
0

2

1

試験
体名

1−1
ベイマツ製材105×150

ベイマツ製材105×210

2
0
2

2

スギ集成材105×330

ベイマツ製材105×360

スギ集成材105×105

スギ集成材105×600

スギ集成材150×600

ベイマツ製材105×360

3−2

ベイマツ製材105×150

3−1

スギ集成材105×150

1−2

2−2
ベイマツ製材105×270

スギ18厚
ベイマツ製材105×360

2−1
スギ集成材105×270

スギ製材
90×90

ドリフトピン
頭部：なし

スリット
上部：あり

ドリフトピン

及びスリット
下部：なし

φ12×75

φ12×75

スギ36厚

スギ集成材105×210

構造用
合板24

ベイマツ製材105×270

ベイマツ製材105×360

スギ36厚
スギ集成材105×360

スギ36厚

カラマツ集成材105×360

なし

あり

スギ18厚

ベイマツ製材105×210

構造用

合板24

スギ製材

90×90

ドリフトピン
頭部：なし

スリット

上部：あり
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表 3.1.1-2 既往実験から耐火性能を有することが明確になった仕様 
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3.1.2 検証概要 

  

日程：1 回目（試験体 1-1, 1-2） 2024 年 9 月 17 日（火） 

   2 回目（試験体 2-1, 2-2） 2024 年 11 月 26 日（火） 

   3 回目（試験体 3-1, 3-2） 2025 年 1 月 21 日（火） 

 

場所：（公財）日本住宅・木材技術センター・ 壁炉（非載荷） 

 

試験仕様：2021～2023 年度事業の検証結果を踏まえ、今後の省エネ基準の義務化時

の設計自由度を向上させるため、さらに、スギ（製材、集成材）部材の活用

のために、試験体 6 体に計 12 仕様(2 仕様／体)を盛り込んで ISO834 標準加

熱曲線に準じた 1 時間加熱実験を 3 回、実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.1.2-1 日本住宅・木材技術センターの壁耐火炉に試験体を設置した様子 
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表 3.1.2-1 試験体仕様一覧 
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(1) 試験体の設計 

前述の検証目的を踏まえ、6 体の小型実験を製作した。試験体の詳細は次ページ以降の

図 3.1.2-1～3.1.2-14 に示す。加熱は、2 体同時に実施し、計 3 回の実験とした。 

試験体 1-1 及び 1-2 は、耐火構造壁内の梁を 105mm×210mm スギ集成材（製材よりも

炭化層の脱落、燃焼速度が速く不利とされる仕様）とし、露出する梁をスギ集成材または

カラマツ集成材（燃え止まり易い材種）とした。さらに、梁受け金物周辺をスギ製材（厚

36mm、45mm）、強化せっこうボード総厚 42mm で耐火被覆した。 

試験体 2-2 及び 2-3 は、試験体 1-1 及び 1-2 において、金物周辺の耐火被覆がスギの場

合、耐火性能を確保できなかったため、より燃え止まり易く、燃焼が緩慢なカラマツ集成

材厚さ 60mm、ベイマツ製材厚さ 60mm を耐火被覆に用いた、さらにふかし壁に強化せっ

こうボード厚 12.5mm を用いた内断熱の仕様についても実施した。本実験より、床の構造

用合板上面を強化せっこうボード厚 12.5mm で耐火被覆することとした。 

試験体 3-1 及び 3-3 は、試験体 2-1、2-2 において、金物周辺被覆材のベイマツ厚 60mm

で所定の性能が確保できたため、より薄くしたベイマツ厚 45mm、加えて燃え止まり易い

ヒノキの 105mm×210mm 梁と耐火被覆厚 45mm を用いた。さらに内断熱仕様では、試験

に 2-2 において、ふかし壁の強化せっこうボードが脱落せず熱ごもりの原因となったた

め、普通せっこうボードに変更して実施した。 

 

 

  
写真 3.1.2-2 試験体 1-1(左)・1-2(右) 写真 3.1.2-3 試験体 2-1(左)・2-2(右) 

 
写真 3.1.2-4 試験体 3-1(左)・3-2(右) 
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図 3.1.2-1 試験体 1-1 の概要（単位：mm） 
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図 3.1.2-2  試験体 1-1 の割付図（単位：mm） 
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図 3.1.2-3 試験体 1-2 の概要（単位：mm） 
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図 3.1.2-4 試験体 1-2 の割付図（単位：mm） 
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図 3.1.2-5 試験体 2-1 の概要（単位：mm） 
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図 3.1.2-6  試験体 2-1 の割付図（単位：mm） 
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図 3.1.2-7 試験体 2-2 の概要（単位：mm） 
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図 3.1.2-8  試験体 2-2 の割付図①（単位：mm） 
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図 3.1.2-9  試験体 2-2 の割付図②（単位：mm） 
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図 3.1.2-10 試験体 3-1 の概要（単位：mm） 
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図 3.1.2-11  試験体 3-1 の割付図（単位：mm） 
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図 3.1.2-12 試験体 3-2 の概要（単位：mm） 
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図 3.1.2-13  試験体 3-2 の割付図①（単位：mm） 
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図 3.1.2-14  試験体 3-2 の割付図②（単位：mm） 
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(2) 試験方法 

３回の加熱実験は、（公財）日本住宅・木材技術センターの壁炉（非載荷）にて実施

し、下記①～③の内容にて実施した。 

 

① 加熱方法 

ISO834 標準加熱曲線に準じて、加熱時間 1 時間＋放置時間 3 時間以上として実施し

た。放置時間は、試験体各部の温度推移に応じて実験終了を判断した。 

 

② 載荷方法 

本実験は、加熱試験による小型試験体の性能比較実験のため、非載荷とした。 

 

③ 計測項目 

以下に、本実験における計測項目を示す。 

 

■試験体各部の温度推移 

熱電対を試験体の各計測位置に取り付け、試験体の内部温度を 30 秒ごとに計測した。

熱電対の設置位置については、各仕様の熱電対配置図を参照のこと。  

  

■炉内の温度推移 

シース型 K 熱電対を試験体から約 100mm 程度離れた箇所に 12 点設置し、壁炉の炉内

温度を 30 秒ごとに計測した。 

 

■炭化状況 

試験終了後に試験体を解体し、仕様ごとに壁内の梁について炭化の有無を記録した。な

お、実験終了時に試験体に燃焼継続がみられず自己消火（以下、自消）している仕様は

「炭化あり（自消）」、試験体の解体時に、水をかけるなど消火した仕様は「炭化あり」

とした。 

 

■その他 

試験体の加熱面及び非加熱面の目視観察、写真撮影等を実施した。  
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3.1.3 検証結果・考察 

 実験結果の概要を一覧表（表 3.1.3-1）に示す。また試験体ごとに温度グラフ（図 3.1.3-

1～12）、記録写真（写真.1.3-1-1～1-17, 2-1～2-17, 3-1～3-17）を記載する。 

 

1 回目（試験体 1-1,1-2） 1 時間加熱＋7.5 時間放冷 

2 回目（試験体 2-1,2-2） 1 時間加熱＋7 時間放冷 

3 回目（試験体 3-1,3-2） 1 時間加熱＋7 時間放冷 

 

 

 

 

表 3.1.3-1 実験結果の概要一覧 
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本実験の検証により、５仕様について、ISO834 標準加熱曲線に準じた１時間加熱＋７時

間または 7.5 時間の放置後に、耐火構造壁の内部の梁に炭化がみられず、耐火性能を確保す

る５仕様を明らかにした。 

また、その他の仕様では、耐火構造壁の内部の梁 105×210mm に炭化が認められたが、

試験体 2-2 の仕様 1 を除く他の仕様は全て実験終了時には自消していることを確認した。

自消した試験体は、いずれの仕様も加熱終了後の室内梁の燃焼による発熱が梁受け金物を

介して耐火構造壁内の梁へ熱が伝わり、放置中の耐火構造壁内の梁の表面温度（梁受金物の

裏面）は 320～435℃程度でピークを迎え、その後は低下傾向となり自消に至っている。な

お、試験体 2-2 及び 3-2 については、試験体の屋内側に設けたふかし壁のせっこうボードに

より、室内梁の外壁との取り合い部の温度上昇は遅延されるが、実験後に炭化がみられた仕

様は、実験開始 240 分頃から徐々に温度が上昇している。 

2021 年～2024 年度の実験結果から、耐火構造外壁に取り付く室内梁・床について、外壁

の耐火性能を低下させない納まりは表 3.1.3-2 の仕様となる。 
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表 3.1.3-2 耐火構造外壁の耐火性能を低下させない納まり 
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試験体 1-1 及び 1-2 

 (1) 温度データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.3-1 内部温度推移 試験体 1-1 

（仕様 1：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・スギ集成材＋スギ製材厚 45mm） 

図 3.1.3-2 内部温度推移 試験体 1-1 

（仕様 2：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・カラマツ集成材＋スギ製材厚 36mm） 
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図 3.1.3-3  内部温度推移 試験体 1-2 

（仕様 3：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・スギ集成材＋GB-F(V) 厚 21mm×2） 

図 3.1.3-4  内部温度推移 試験体 1-2 

（仕様 4：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・カラマツ集成材＋GB-F(V) 厚 21mm×2） 
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 (2) 実験の記録写真 

つづく 

  

 
写真 3.1.3-1-1 加熱面・実験開始前 
（左：試験体 1-1、右：試験体 1-2） 

写真 3.1.3-1-2 加熱面正面・実験開始前 
（試験体 1-1） 

 
写真 3.1.3-1-3 加熱面上面・実験開始前 

（試験体 1-1） 
写真 3.1.3-1-4 加熱面正面・実験開始前 

（試験体 1-2） 

 

写真 3.1.3-1-5 加熱面上面・実験開始前 
（試験体 1-2） 

写真 3.1.3-1-6 加熱開始時 
（左：試験体 1-1、右：試験体 1-2） 
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つづく 

 

 

 
写真 3.1.3-1-7 7 時間半放冷終了後 
（左：試験体 1-1、右：試験体 1-2） 

写真 3.1.3-1-8 加熱面・脱炉後 
（試験体 1-1） 

 
写真 3.1.3-1-9 加熱面・脱炉後 

（試験体 1-2） 
写真 3.1.3-1-10 解体時・梁金物付 

（試験体 1-1） 

 
写真 3.1.3-1-11 解体時・梁表面 

（試験体 1-1） 
写真 3.1.3-1-12 解体時・梁スギ被覆 

（試験体 1-1・仕様 1） 
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写真 3.1.3-1-13 解体時・梁カラマツ被覆 

（試験体 1-1・仕様 2） 
写真 3.1.3-1-14 解体時・梁金物付 

（試験体 1-2） 

  
写真 3.1.3-1-15 解体時・梁表面 

（試験体 1-2） 
写真 3.1.3-1-16 解体時・梁スギ被覆 

（試験体 1-2・仕様 3） 

 
写真 3.1.3-1-17 解体時・梁カラマツ被覆 

（試験体 1-2・仕様 4） 
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試験体 2-1 及び 2-2 

 (1) 温度データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.3-5 内部温度推移 試験体 2-1 

（仕様 1：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・スギ集成材＋カラマツ製材厚 60mm） 

図 3.1.3-6 内部温度推移 試験体 2-1 

（仕様 2：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・スギ集成材＋ベイマツ製材厚 60mm） 
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図 3.1.3-7 内部温度推移 試験体 2-2 

（仕様 3：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・スギ集成材＋カラマツ製材厚 60mm） 

（外壁屋内側のふかし壁・GB-F(V)厚 12.5mm＋GW24K 厚 50mm） 

図 3.1.3-8 内部温度推移 試験体 2-2 

（仕様 4：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・スギ集成材＋ベイマツ製材厚 60mm） 

（外壁屋内側のふかし壁・GB-F(V)厚 12.5mm＋GW24K 厚 50mm） 
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 (2) 実験の記録写真 

つづく 

 

 

  
写真 3.1.3-2-1 加熱面正面・実験開始前 

（試験体 2-1） 
写真 3.1.3-2-1 加熱面正面・実験開始前 

（試験体 2-2） 

  

写真 3.1.3-2-1 加熱面下面・実験開始前 
（試験体 2-1） 

写真 3.1.3-2-1 加熱面下面・実験開始前 
（試験体 2-2） 

  
写真 3.1.3-2-1 加熱面上面・実験開始前 
（奥：試験体 2-1、手前：試験体 2-2） 

写真 3.1.3-2-1 加熱開始 50 分後・ボード剥離 
（試験体 2-2） 

321



 

つづく 

 

 

  

写真 3.1.3-2-1 7 時間半放冷終了後 
（左：試験体 2-1、右：試験体 2-2） 

写真 3.1.3-2-1 加熱面・脱炉後 
（試験体 2-1） 

  
写真 3.1.3-2-1 加熱面・脱炉後  

（試験体 2-2） 
写真 3.1.3-2-1 解体時・梁金物付  

（試験体 2-1） 

  

写真 3.1.3-2-1 解体時・梁表面 
（試験体 2-1） 

写真 3.1.3-2-1 解体時・梁カラマツ被覆 
（試験体 2-1・仕様 1） 
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写真 3.1.3-2-1 解体時・梁ベイマツ被覆 
（試験体 2-1・仕様 2） 

写真 3.1.3-2-1 解体時・梁金物付 
（試験体 2-2） 

  
写真 3.1.3-2-1 解体時・梁表面 

（試験体 2-2） 
写真 3.1.3-2-1 解体時・梁カラマツ被覆 

（試験体 2-2・仕様 3） 

 

写真 3.1.3-2-1 解体時・梁ベイマツ被覆 
（試験体 2-2・仕様 4） 
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試験体 3-1 及び 3-2 

 (1) 温度データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.3-9 内部温度推移 試験体 3-1 

（仕様 1：外壁内梁・ヒノキ集成材＋屋内梁・ヒノキ集成材＋ヒノキ製材厚 45mm） 

図 3.1.3-10 内部温度推移試験体 3-1 

（仕様 2：外壁内梁・ヒノキ集成材＋屋内梁・ヒノキ集成材＋ベイマツ製材厚 45mm） 
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図 3.1.3-11 内部温度推移 試験体 3-2 

（仕様 3：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・スギ集成材＋スギ製材厚 45mm×2 枚） 

（外壁屋内側のふかし壁・GB-R 厚 12.5mm＋GW24K 厚 50mm） 

図 3.1.3-12 内部温度推移 試験体 3-2 

（仕様 4：外壁内梁・スギ集成材＋屋内梁・スギ集成材＋ベイマツ製材厚 45mm） 

（外壁屋内側のふかし壁・GB-R 厚 12.5mm＋GW24K 厚 50mm） 
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(2) 実験の記録写真 

つづく 

 

 

  

写真 3.1.3-3-1 加熱面・実験開始前 
（左：試験体 3-1、右：試験体 3-2） 

写真 3.1.3-3-2 加熱面正面・実験開始前 
（試験体 3-1） 

  
写真 3.1.3-3-3 加熱面上面・実験開始前 

（試験 3-1） 
写真 3.1.3-3-4 加熱面正面・実験開始前 

（試験体 3-2） 

  
写真 3.1.3-3-5 加熱面上面・実験開始前 

（試験体 3-3） 
写真 3.1.3-3-6 加熱開始時 

（左：試験体 3-1、右：試験体 3-2） 
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つづく 

 

 

  

写真 3.1.3-3-7 7 時間半放冷終了後 
（左：試験体 3-1、右：試験体 3-2） 

写真 3.1.3-3-8 加熱面・脱炉後 
（試験体 3-1） 

  
写真 3.1.3-3-9 加熱面・脱炉後 

（試験体 3-2） 
写真 3.1.3-3-10 解体時・梁金物付 

（試験体 3-1） 

  

写真 3.1.3-3-11 解体時・梁表面 
（試験体 3-1） 

写真 3.1.3-3-12 解体時・梁ヒノキ被覆 
（試験体 3-1・仕様 1） 
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写真 3.1.3-3-13 解体時・梁ベイマツ被覆 
（試験体 3-1・仕様 2） 

写真 3.1.3-3-14 解体時・梁金物付 
（試験体 3-2） 

  
写真 3.1.3-3-15 解体時・梁表面 

（試験体 3-2） 
写真 3.1.3-3-16 解体時・梁スギ被覆 

（試験体 3-2・仕様 3） 

 

写真 3.1.3-3-17 解体時・ベイマツ被覆 
（試験体 3-2・仕様 4） 
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3.1.4 結果報告書 

次ページ以降に、本章に記載される 6 体の実験に関する試験報告書（（公財）日本住

宅・木材技術センター）を掲載する。 
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第４章 まとめ 

4.1 本事業の成果 

本事業において、以下の成果が得られた。 

 

［成果①］構造関係試験の結果 

1.梁受け金物の柱梁接合部 性能評価 

金物サイズ、使用個数により使い分けができる耐力値が概ね得られた 

 

[成果②] 防耐火性能試験 

ISO834 標準加熱曲線に準じた１時間加熱＋７時間または 7.5 時間の放置後に、耐火構造

壁の内部の梁に炭化がみられず、耐火性能を確保する仕様を明らかにした。 

 

4.2 今後に向けて 

［展望①］梁受け金物の安定供給体制の準備 

 ロ準耐火建築物 1 号普及の動向を見つつ、金物が安定出来るよう、関係する各協会及び

製造賛同メーカー各社と連携しながら対応を進めたい。 

 

[展望②] 実践で探る木造ロ準耐火 1 号の可能性 

実物件の建築とその建築過程による検証、知見の収集をもとに、さらななる木造ロ準耐

火建築物 1 号の可能性を追求したい。 
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